










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― 82 ― ― 83 ―
*23：「対于左翼作家聯盟的意見」（1930・3・2講演、『萌芽月刊』第1巻第4期、
1930・4・1、『二心集』）で魯迅は次のように言う。
 「もしも革命の実際の状況を分かっていなければ、容易に〈右翼〉に変わります。
革命は苦痛なもので、その中には必ず汚穢や血が混じっており、決して詩人が想
像するようなおもしろい、完璧なものではありません。革命はとりわけ現実のこ
とであり、卑賤で面倒なさまざまな仕事が必要で、決して詩人が想像するような
ロマンチックなものではありません。革命は当然破壊がありますが、さらに建設
が必要です。破壊は痛快ですが、しかし建設は面倒なことです。ですから革命に
ロマンチックな幻想を抱いている人は、いったん革命に近づき、革命が進行する
ことになると、失望しやすいのです。聞くところによると、ロシアの詩人エセー
ニンも、当初非常に十月革命を歓迎し、当時彼は、『万歳、天と地の革命よ！』と
言い、『私はボリシェヴィキになった！』とも言いました。しかし革命後になる
と、実際上の状況は、彼の想像することではまったくなく、ついに失望し、退廃
しました。」
 「事実、労働者大衆は梁実秋の言う〈見こみのある〉ものでありさえすれば、決
して知識人階級を特別重視するはずがありません。例えば私が訳した『毀滅』の
中のメーチック（知識人階級出身）は、かえっていつも炭鉱労働者に嘲笑されま
す。言うまでもなく、知識人階級にはやらなければならない知識人階級のことが
あって、特に軽視すべきではありません。しかし労働者階級には決して、特に例
外的に詩人或いは文学者を優遇する義務はないのです。」
